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環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）へ
の
参
加―

―

、わ
が
政
府
は
、「
幕

末
、
戦
後
に
次
い
で
第
三
の
開
国
」（
菅

直
人
首
相
）
と
位
置
づ
け
て
国
民
に
理
解

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
の
割
に
は
、
政

府
の
説
明
は
ズ
サ
ン
極
ま
り
な
く
、
国
民

へ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
賛
否
を
下
す
の
に
必
要
な
情

報
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
公
式
情

報
は
、
国
家
戦
略
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
菅
首
相
が
、

２
０
１
０
年
10
月
１
日
の
衆
参
両
院
本
会

議
の
所
信
表
明
で
「
外
交
で
は
環
太
平
洋
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土門 剛 どもん　たけし

戦
略
的
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）協
定
交
渉
な
ど
へ
の
参
加
を
検
討
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
の
構
築
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
家

戦
略
室
が
中
心
と
な
っ
て
内
閣
が
急
遽
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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「
包括

的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方

針
（
日
本
語
版
、
英
語
版
）」
��

�
�

▽
�
�
�

「
包括


的
経
済
連
携
に
関
す
る
閣
僚
委
員
会
」
�▽

「
包括

的
経
済
連
携
に
関
す
る
資
料
」

　

そ
の
タ
イ
ト
ル
に
着
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
名
称
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
「
包括

的
経
済
連
携
」
と
い
う

表
現
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
）、

自
由
貿
易
協
定
（
以
下
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
と
同

じ
括
り
に
し
て
い
る
。
こ
の
名
称
の
使
い

方
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
市
場
開
放
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
「
包括

的
経
済
連
携
に
関
す
る

資
料
」
に
は
、内
閣
官
房
が
作
成
し
た
「
包

括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
検
討
状
況
」、

「
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る
各
種
試
算
」、「
Ｅ
Ｐ

Ａ
関
係
資
料
集
」
の
各
資
料
に
、
そ
れ
を

補
足
す
る
形
で
の
経
済
産
業
省
と
農
林
水

産
省
が
作
成
し
た
試
算
の
合
計
５
点
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
試
算
は
、
す
べ
て
関
税
格

差
を
最
終
的
に
撤
廃
し
た
場
合
の
影
響
を

説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、世
界
貿
易
機
関（
以

下
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
交
渉
も
含
め
た
市
場
開
放

交
渉
全
般
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お

こ
う
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い
説
明
文
が

あ
る
の
で
、
引
用
し
て
み
た
。

【
Ｆ
Ｔ
Ａ
】
２
カ
国
以
上
の
国
や
地
域
の

間
で
、
物
品
の
関
税
や
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の

障
害
な
ど
を
削
減
・
撤
廃
す
る
協
定
。

【
Ｅ
Ｐ
Ａ
】
２
カ
国
以
上
の
国
や
地
域
の

間
で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
柱
に
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
の
移
動
の
自
由
化
、円
滑
化
を
図
り
、

幅
広
い
経
済
関
係
の
強
化
を
図
る
協
定
。

　

次
い
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
つ
い
て

も
説
明
し
て
お
こ
う
。

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
】
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
環
太
平
洋
地
域
版
と

い
う
説
明
が
分
か
り
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
当
初
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、
チ
リ
の
４
カ

国
が
06
年
に
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
（
通
称
、
Ｐ
４
協
定
）
を
締
結
。
こ

れ
ら
４
カ
国
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
原
加
盟
国
と
呼

ぶ
。主
な
点
は
、①
物
品
貿
易
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
全
品
目
に
つ
い
て
即
時
ま
た

は
段
階
的
関
税
撤
廃
、
②
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、

政
府
調
達
、
競
争
、
知
的
財
産
、
人
の
移

動
等
を
含
む
包括

的
協
定
の
２
点
。

　

今
、
わ
れ
わ
れ
が
論
じ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
こ
の
Ｐ
４
協
定
を
ベ
ー
ス
に
米
国
が

主
導
し
て
新
た
な
自
由
貿
易
の
枠
組
み
を

構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

Ｐ
４
協
定
に
米
国
流
の
味
付
け
が
加
え
ら

れ
る
と
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
内
容

は
不
明
で
あ
る
。
現
在
、
米
国
、
豪
州
、

ペ
ル
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
５

カ
国
の
参
加
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中

政
府
の
公
式
情
報
で
は
一
括
り
に

「
包
括
的
経
済
連
携
協
定
」
と
表
現

情
報
開
示
必
要
な
T
P
P
参
加
問
題
、

国
民
は
正
し
い
判
断
が
で
き
ぬ
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に
日
本
が
参
加
す
る
か
ど
う
か
が
、
わ
れ

わ
れ
の
目
前
に
あ
る
問
題
で
あ
る
。

【
Ｗ
Ｔ
Ｏ
】
お
な
じ
み
の
通
商
交
渉
で
、

参
加
は
１
５
３
カ
国
（
地
域
）
を
数
え
、

ほ
ぼ
世
界
中
の
国
を
対
象
に
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
関
税
撤
廃
を
目
指
せ

ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
関
税
削
減
が
目
的
で
、
会

議
は
全
会
一
致
の
ル
ー
ル
。
こ
の
た
め
参

加
国
・
地
域
間
で
合
意
に
至
る
こ
と
が
難

し
い
。
実
際
、
現
在
進
行
中
の
ド
ー
ハ
・

ラ
ウ
ン
ド
（
貿
易
交
渉
）
も
10
年
を
経
過

し
て
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
４
つ
の
通
商
交
渉
で
市

場
開
放
度
の
強
い
順
か
ら
並
べ
る
と
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
順

に
な
ろ
う
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
地

域
版
と
い
う
位
置
づ
け
も
で
き
る
が
、
米

国
が
主
導
す
る
新
た
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

は
、
２
カ
国
・
地
域
を
対
象
に
し
た
Ｅ
Ｐ

Ａ
よ
り
も
、
市
場
統
合
の
色
合
い
が
強
い

と
予
想
さ
れ
る
の
で
最
上
位
に
位
置
づ
け

た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
世
論
が
参
加
に
傾
き
始

め
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
な
り
理
由

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
貿
易
立
国
と
し
て
自
由
貿

易
に
対
す
る
国
民
の
素
朴
な
反
応
、
も
う

一
つ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
与
す
る
勢
力
、

つ
ま
り
首
相
周
辺
や
財
界
が
マ
ス
コ
ミ
を

使
っ
て
巧
妙
に
世
論
誘
導
を
し
た
こ
と
で

あ
る
。

　

世
論
誘
導
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
は
、
大
手
紙
で
あ
る
。
中
韓
も
参
加
す

る
な
ら
、
わ
が
国
も
急
ぐ
べ
し
と
い
う
考

え
方
に
国
民
を
誘
導
し
た
の
だ
。
菅
首
相

が
全
閣
僚
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
急
ぐ
よ
う
指

示
し
た
直
後
に
、
新
聞
各
紙
は
概
ね
次
の

よ
う
な
記
事
を
取
り
上
げ
た
。

「
政
府
が
参
加
を
検
討
し
、
米
国
な
ど
が

交
渉
し
て
い
る
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
11
月
に
開
く
事
務

レ
ベ
ル
会
議
に
、
中
国
が
参
加
す
る
こ
と

が
27
日
、
わ
か
っ
た
」（
10
年
10
月
27
日

付
け
産
経
新
聞
）

　

中
国
が
、
今
や
輸
出
入
合
計
額
で
日
本

に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国
に
な
っ
た

こ
と
は
説
明
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。
そ
の

中
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
の
な
ら
、
こ

れ
は
何
を
差
し
お
い
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

急
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
、
多
く
の
国

民
は
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
記
事
は
新
聞
社
の

完
全
な
フ
ラ
イ
ン
グ
で
あ
り
、
結
果
的
に

誤
報
だ
っ
た
。
当
時
の
状
況
を
時
系
列
で

追
っ
て
み
よ
う
。

　

記
事
掲
載
の
前
日
（
同
26
日
）
に
前
原

誠
司
外
相
の
記
者
会
見
が
あ
っ
た
。
記
者

か
ら
、
同
年
11
月
10
～
14
日
に
横
浜
で
開

か
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
閣
僚
会
議
に
つ
い
て
質

問
が
出
た
。各
国
の
首
脳
が
集
ま
る
の
で
、

米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
心
の
意
思
表
示
を
し

て
い
る
国
々
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
意
見
交
換

の
場
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
日
本
と
中
国
の
４
カ
国
が
応
じ

て
き
た
。
大
手
紙
が
、
こ
れ
を
中
国
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
前
向
き
と
早
と
ち
り
し
た
の

だ
。
ご
丁
寧
に
も
こ
ん
な
解
説
を
書
い
て

国
民
を
リ
ー
ド
す
る
。

「
中
国
の
参
加
が
浮
上
し
た
こ
と
で
、
農

業
へ
の
影
響
懸
念
か
ら
参
加
の
足
並
み
が

そ
ろ
わ
な
い
日
本
も
、
早
期
の
決
断
を
迫

ら
れ
て
い
る
」（
同
紙
）

　

産
経
新
聞
だ
け
で
な
い
。
全
国
紙
が
ほ

ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
の
記
事
を
書
き
立
て

て
い
る
。
こ
れ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
す
べ
し
と

い
う
世
論
を
一
挙
に
形
成
、
国
民
各
層
の

間
に
「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
い
う

考
え
に
導
い
た
の
だ
。

　

こ
れ
が
誤
報
と
分
か
る
の
は
、
同
年
11

月
９
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
場
だ
っ

た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
閣
僚
会
議
が
開
か
れ
る
前

日
の
こ
と
で
、
野
党
議
員
が
「
中
国
参
加

説
」
を
前
原
外
相
に
質
問
し
た
。

「
中
国
は
関
心
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
結
果
的
に
は
参
加
し
な
い
」

　

大
手
各
紙
は
大
臣
発
言
を
あ
っ
さ
り
と

伝
え
た
だ
け
で
、
中
国
不
参
加
の
理
由
に

つ
い
て
は
な
ぜ
か
頬
被
り
し
て
し
ま
っ

た
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
責
務
を
放
棄
し

た
の
で
あ
る
。
不
参
加
の
原
因
を
分
析
す

れ
ば
、
米
国
主
導
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
一
端
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。

　

次
い
で
日
本
製
品
が
海
外
市
場
で
韓
国

製
品
に
敗
れ
て
い
る
と
い
う
話
。
こ
れ
も

「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
い
う
世
論

形
成
に
つ
な
が
っ
た
。
10
年
10
月
22
日
付

の
産
経
新
聞
が
、「�
�
�
�
�
�
���
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仮
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は
韓
国

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
一
気
追
撃
促
す
産
業
界
」
と

い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
最
大
の
家
電
量
販
チ
ェ
ー
ン

『
ザ
ト
ゥ
ー
ン
』
の
ベ
ル
リ
ン
店
舗
で
担

当
者
の
声
が
弾
ん
だ
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

は
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
の
３
Ｄ
対
応
モ
デ

ル
が
ソ
ニ
ー
製
よ
り
約
10
％
安
く
売
ら
れ

て
い
る
。
欧
州
の
薄
型
テ
レ
ビ
の
出
荷
シ

ェ
ア
は
サ
ム
ス
ン
と
Ｌ
Ｇ
電
子
の
韓
国
勢

が
１
、
２
位
を
独
占
し
、
３
位
に
ソ
ニ
ー

と
い
う
順
位
が
定
着
。
韓
国
は
６
日
、
欧

州
連
合
（
以
下
、
Ｅ
Ｕ
）
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
署
名
し
た
。
来
年
７
月
の
発
効
か
ら

５
年
以
内
に
韓
国
か
ら
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
関

税
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
日
本
勢
の
逆

転
は
絶
望
的
と
な
る
。
ソ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
幹
部
は
『
円
高
も
あ
り
日
本
の
独
り

負
け
だ
』
と
悲
鳴
を
上
げ
る
」

　

こ
の
記
事
、
じ
っ
く
り
と
読
め
ば
、
矛

盾
点
を
す
ぐ
に
見
破
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
頃
、
筆
者
も
ド
イ
ツ
に

い
た
。
韓
国
製
品
の
破
竹
の
勢
い
は
、
確

か
に
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
勢

い
が
、
そ
の
16
日
前
に
締
結
し
た
Ｅ
Ｕ
と

韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
原
因
で
な
い
こ
と
は
、

記
事
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

発
効
は
11
年
６
月
の
こ
と
で
、
さ
ら
に
韓

「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
で
マ
ス
コ
ミ
が
世
論
誘
導
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国
か
ら
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
関
税
率
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
と
な
る
の
は
、「
５
年
以
内
」
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
新
聞
は
ど
う
説
明

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

欧
州
の
輸
出
市
場
で
韓
国
が
破
竹
の
進

撃
を
見
せ
る
の
は
、
為
替
が
原
因
だ
っ
た

と
韓
国
メ
デ
ィ
ア
が
次
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
。

「
李
明
博
政
権
が
発
足
し
た
08
年
２
月
25

日
、
ウ
ォ
ン
相
場
は
１
ド
ル
＝
９
４
９
ウ

ォ
ン
だ
っ
た
。
ウ
ォ
ン
は
現
在
、
当
時
よ

り
30
％
も
下
落
し
た
。（
中
略
）
売
り
上

げ
の
９
割
を
海
外
収
入
が
占
め
る
サ
ム
ス

ン
電
子
の
場
合
は
、
ウ
ォ
ン
安
に
よ
り
利

益
を
確
実
に
増
や
し
て
い
る
。
同
じ
期
間

に
円
相
場
は
対
ド
ル
で
20
％
前
後
上
昇
し

た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
に

比
べ
、
価
格
競
争
力
が
50
％
上
昇
し
た
と

言
え
る
。
不
動
の
要
塞
を
築
い
た
か
の
よ

う
に
見
え
た
日
本
企
業
が
青
息
吐
息
な
の

も
無
理
は
な
い
」（
10
年
７
月
10
日
付
け

朝
鮮
日
報
）

　

ち
な
み
に
現
在
、
Ｅ
Ｕ
は
電
気
・
電
子

製
品
に
最
高
で
14
％
と
い
う
先
進
国
で
は

異
例
の
高
い
関
税

を
か
け
て
い
る
。

韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

が
発
効
に
な
れ
ば
、

Ｅ
Ｕ
は
そ
の
関
税

は
撤
廃
さ
れ
、
韓
国
製
品
の
競
争
力
が
一

段
と
増
す
。
市
場
開
放
が
急
が
れ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
韓
国
は
、
10
年
12
月
、
米
国
と
の

間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
追
加
交
渉
を
ま
と
め
上
げ
て

い
る
。
焦
点
だ
っ
た
自
動
車
の
関
税
が
５

年
後
に
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
や
、
米
国
車
に

適
用
す
る
安
全
基
準
の
緩
和
な
ど
で
合
意

し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
焦
点
だ
っ
た
韓

国
の
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
制
限
緩
和
に
つ

い
て
は
、
韓
国
の
主
張
を
取
り
入
れ
て
協

議
を
継
続
す
る
こ
と
を
米
国
側
が
受
け
容

れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
な
ら
、
こ
の
よ

う
な
妥
協
の
余
地
が
出
て
く
る
こ
と
を
わ

れ
わ
れ
は
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
賛
成
の
論
陣
を
張
っ
て

い
た
朝
日
新
聞
の
船
橋
洋
一
主
筆（
当
時
）

が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
閣
僚
会
議
に
李
明
博
大
統

領
が
訪
日
す
る
機
を
と
ら
え
て
独
占
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。前
原
外
相
が
、

中
国
不
参
加
を
認
め
る
発
言
を
し
た
４
日

後
（
同
13
日
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

船
橋
氏
は
、
言
論
界
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
李
大
統
領
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
言
質
を
と
り
、
そ
れ
を
翌

日
の
紙
面
で
ス
ク
ー
プ
に
し
よ
う
と
し
た

も
の
だ
が
、
そ
の
目
論
見
は
空
振
り
に
終

わ
っ
た
。

「
李
大
統
領
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に
つ

い
て
『
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
国
々
が
自
由
貿
易
の

方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
ど
の
国
も
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
）
検
討
し
て
い
る
。
韓
国
も
そ
の

一
つ
だ
』
と
述
べ
た
。
李
大
統
領
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
『
象
徴
的
な
効
果
は
あ
る
と

思
う
が
、実
質
的
な
効
果
は
わ
か
ら
な
い
』

と
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
つ
つ
も
、
参
加
の

検
討
を
始
め
た
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に

し
た
」

　

実
に
外
交
的
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
答
え
ぶ

り
で
は
な
い
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
世
論
誘

導
に
熱
心
な
船
橋
氏
や
朝
日
新
聞
の
立
場

に
配
慮
し
つ
つ
、
韓
国
政
府
と
し
て
の
立

場
を
明
確
に
示
す
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
朝
日
新
聞
の
見
出
し
は
、

「
韓
国
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
検
討　

李
大
統

領
」
と
な
っ
た
。
記
事
は
、
彼
ら
の
主
張

に
都
合
の
よ
い
部
分
の
み
を
つ
ま
み
食
い

し
て
、
李
大
統
領
発
言
の
真
意
を
完
全
に

無
視
し
て
い
る
。
し
か
も
李
大
統
領
が
述

べ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
「
実
質
的
な
効
果

は
わ
か
ら
な
い
」と
し
た
回
答
に
つ
い
て
、

な
ぜ
か
船
橋
氏
は
、
そ
の
理
由
を
質
問
し

て
い
な
い
。
国
民
が
知
り
た
い
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
点
な
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
現
時
点
で

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
の
資
料
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
原
加
盟

４
カ
国
が
締
結
し
た
Ｐ
４
協
定
し
か
な

い
。
こ
の
協
定
は
、
前
文
と
20
章
か
ら
成

り
、
メ
デ
ィ
ア
が
よ
く
取
り
上
げ
る
物
品

の
関
税
は
、
わ
す
か
３
、
４
章
程
度
し
か

割
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
条
文
構
成
を
み

る
だ
け
で
も
、
単
な
る
市
場
開
放
で
は
な

い
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
る
。
し
か
も
市
場

開
放
の
対
象
が
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
政
府

調
達
、
競
争
、
知
的
財
産
、
人
の
移
動
な

ど
と
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
別
段
目
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
20
年
ほ
ど
前
に
は
日
米
構
造
協
議
と

い
う
の
が
あ
っ
た
。
現
在
も
、
94
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
年
次
改
革
要
望
書
」
が
あ
る
。

特
に
後
者
の
中
に
は
、
今
回
、
Ｐ
４
協
定

の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
と
内
容
が
ほ

ぼ
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
要
望
書

で
米
国
が
求
め
て
具
体
化
し
た
も
の
は
、

建
築
基
準
法
の
改
正
、
法
科
大
学
院
の
設

置
の
実
現
、
独
占
禁
止
法
の
強
化
と
運
用

の
厳
密
化
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
、
郵
政

民
営
化
な
ど
で
あ
る
。

　

米
国
主
導
の
新
た
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、「
年

次
改
革
要
望
書
」
な
ど
の
系
譜
を
受
け
継

ぎ
、
現
行
Ｐ
４
協
定
を
さ
ら
に
肉
付
け
し

た
も
の
に
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
ら
が
、
日
本
の
経
済
や
社
会
に

与
え
る
得
失
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本

国
民
は
も
っ
と
慎
重
に
な
っ
て
考
え
て
も

良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
農
家

に
は
、
市
場
開
放
後
の
戸
別
所
得
補
償
に

つ
い
て
の
内
容
が
何
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
決
断
は
、
こ
れ

ら
情
報
が
す
べ
て
開
示
さ
れ
た
後
で
も
決

し
て
遅
く
は
な
い
の
だ
。

【
お
詫
び
】
筆
者
の
都
合
で
急
遽
内
容
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
次
号
以
降
に
農
産
物
の
市
場
開
放
問

題
の
続
編
を
お
送
り
し
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
向
け
韓
国
製
品
の
輸
出
�は

急
増
為
替
が
原
因
だ
っ
た


